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待遇の対象 近所の年上 父親 近所の年下 弟か妹
対者待遇 × × × ×









対者待遇 × × ×


















































調査論文 調査対象 調査年 ヤルで待遇が可能な動作主体
宮治1987 高校生 1986 目上× 目下○
岸江・中井・鳥谷
2001
















































































談話３ 19歳女性，兵庫県宝塚市 20歳女性，大阪市 1993年９月
談話４ 20歳女性，兵庫県神戸市 20歳女性，兵庫県神戸市 1993年９月
談話５ 19歳女性，奈良県 20歳女性，奈良県 1996年２月





談話８ 21歳男性，大阪府 21歳男性，大阪府 1996年１月
談話９ 22歳男性，大阪府 23歳男性，大阪府東大阪市 1996年１月
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